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武蔵大学と日本政策金融公庫池袋支店が 

地域創生にかかる産学連携の協力を推進 

武蔵大学（東京都練馬区／学長 山㟢哲哉）は、日本政策金融公庫池袋支店（東京都豊島区／支店長 井原守

茂）と「地域創生にかかる産学連携の協力推進に関する協定」を、2018 年 3 月 5 日（月）に締結しました。この連携

協力により、本学学生のキャリアの選択肢を広げるとともに、地域の産学連携を推進し、地域社会の発展に貢献することを

目指します。 

連携協力の内容 

▎武蔵大学の地域創生にかかる研究成果等を活かした中小企業等に関する情報提供 

・調査研究活動成果の提供：武蔵大学が地域創生にかかる調査研究を行った成果を、公庫取引先の経営に資する情

報として提供する。 

・全国の地方創生事例にかかる情報提供：日本政策金融公庫の全国 152 の支店網や総合研究所の調査活動等を

通じて収集された全国の地方創生にかかる様々な取り組みや支援事例を提供する。 

▎地域創生に取り組む自治体や経済団体にかかる情報提供と橋渡し支援 

・地域創生フォーラムなどの講座やシンポジウムの開催：地域の自治体や経済団体と連携した各種セミナーやシンポジウム

を合同で開催する。 

・各種研究会の合同での実施：ビジネス研究会など地域創生等に関する研究会を合同で実施する。 

▎地域ビジネスを担う人材育成支援 

・インターンシップ：学生自らの学習内容や将来の進路などに関連した就業体験のため、日本政策金融公庫が職場見学

等を実施する。また、受け入れ可能企業の紹介や情報提供を実施する。 

・日本政策金融公庫による講座の提供：武蔵大学において、日本政策金融公庫が地域創生にかかる中小企業の役割

や創業・起業に関するテーマについて、学部学生向けの講義を実施する。 

2018年 3月 5日 締結式の様子 

締結式のなかで連携協力について、山㟢学長は「100 周年に向けて、地域との繋がり

づくりへの大きな刺激にしていきたい」と述べ、高橋副学長は「政府系金融機関として

100 万社を超える企業とのネットワークは学生にとって大きな魅力。良い関係を末永く

続けたい」と話しました。また、協定先の井原池袋支店長は「武蔵大学の持つ知見や

研究成果を公庫の全国ネットワークとつなぎ、地域創生に貢献していきたい」と述べら

れました。 

▎出席者 

武蔵大学：学長 山㟢哲哉、副学長 高橋徳行 

日本政策金融公庫：池袋支店長兼国民生活事業統轄 井原守茂、 

池袋支店中小企業事業統轄 奥山浩己、国民生活事業本部東京地区統轄 山田康二 

【写真上下】締結式の様子。 

左は井原支店長、右は山㟢学長 

ゼミの武蔵  －ゼミで磨く 世界を生き抜く力― 
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■武蔵大学〔アクセス：西武池袋線「江古田駅」から徒歩６分〕 ～都心に近く 緑豊かなワンキャンパス～ 

武蔵大学の前身は、東武鉄道や東京地下鉄道（現東京メトロ）など多くの鉄道事業に携わり「鉄道王」と呼ばれた根津嘉一郎（初代、

1860～1940）が、1922（大正 11）年に私財を投じて創立した日本初の私立旧制七年制武蔵高等学校。戦後の学制改革により、

1948（昭和 23）年４月に新制武蔵高等学校、翌年に新制武蔵大学、新制武蔵中学校が開設され、学校法人根津育英会武蔵学

園として現在に至る。武蔵大学は、経済、人文、社会の３学部８学科からなる文系総合大学。一年次から 4 年間のゼミナールが必修で

「ゼミの武蔵」といわれる。近年ではロンドン大学の学位が取得できるプログラムや国際村の設置などグローバル教育にも力を入れている。 

学長 山㟢哲哉  〒176-8534 東京都練馬区豊玉上 1-26-1 

 

 ―本件に関するお問い合わせ先― 

武蔵大学 広報室 担当：山野・齋藤（やまの・さいとう） 

TEL：03-5984-3813  FAX：03-5984-3727  E‐mail：pubg-r@mml.sec.musashi.ac.jp 
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